
❸ Ribbon Pyramid

相互成長
CORE VALUE

ISUZU
IDEALS

信念

お客様満足度
No.1

地球へのやさしさ
No.1

社会への影響力
No.1

働きがい
No.1

「安心×斬新」で世界を進化させる
イノベーションリーダー

VISION

地球の「運ぶ」を創造する

ISUZU
IKIGAI
生きがい

あなたと共に
「運ぶ」の課題を解決する

MISSION

相互価値を
創出する集団

成長意欲あふれる
多様な社員

相互
尊重

相互
信頼

相互
刺激

変化
意欲

貢献
意欲

挑戦
意欲

経営理念体系

I S U Z U  I Dには、 

存在意義、将来像、任務に信念、 

全てが含まれています。

I Dリボンは「リボーン」して  

生まれ変わる I S U Z Uのシンボル。

様々な変化や挑戦にしなやかに  

形を変えながら、全ての行動、 

全員の仲間を束ねてくれる。

会社の可能性も、個人の可能性も  

解いてくれる I Dリボン。

加速させよう、I S U Z Uの未来。
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 ISUZU IDの詳細はこちら

https://www.isuzu.co.jp/company/vision.html


私たちが掲げる「地球の『運ぶ』を創造する」という使命、 

「『安心×斬新』で世界を進化させる」というビジョン。

 

その達成と、お客様や社会が抱える課題解決には

「運ぶ」を支える、だけでは足りない。

イノベーションを創出する集団として、

新たな事業を創造していくことが不可欠です。

 

その実現に向けた戦略が  

「 I S U Z U  Tr a n s f o r m a t i o n  – G ro w t h  t o  2 0 3 0（ I X）」。

 

「商用モビリティソリューションカンパニー」への変革。

それが、I Xで私たちが目指す姿です。
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編集方針

　いすゞグループの中長期的な事業戦略とその戦略を支える事業基盤、事業を通じた社
会課題の解決への取り組みをステークホルダーの皆様にお伝えすることを目的に、統合
報告書を発行しています。本書を通じ、当社が目指す経営についてご理解いただくととも
に、当社との対話ツールとしてご活用いただきたいと考えています。

•  報告対象の範囲
　  　いすゞ自動車株式会社（単体）を中心に、国内・海外のいすゞグループ会社の財務・

非財務情報について報告しています。

•  報告対象の期間
　  　原則として、2024年3月期（2023年4月1日～2024年3月31日まで）の活動につい
て記載しています。ただし、報告対象期間以降の活動内容も記載しています。 財務 非財務

16
いすゞの価値創造ストーリー

17 価値創造ストーリー

19 価値創造を支える競争力の源泉

21 中期経営計画の位置づけ

22 前中期経営計画の施策

23 新中期経営計画 
「ISUZU Transformation –  

Growth to 2030 (IX)」

24 IXにおける財務方針と投資戦略

25 ISUZU IDの実現に向けたKPI

26 「運ぶ」を創造する新事業への挑戦

27 自動運転ソリューション

29 コネクテッドサービスの進化による 
提供価値拡大

30 いすゞのカーボンニュートラル戦略

34 「運ぶ」を支える既存事業の強化

35 CV商品力の強化

20
中長期戦略

13 「運ぶ」の進化を支え続けてきたいすゞ

14 商品・ソリューション

15 At a Glance

13
いすゞグループの概要

65
持続的な経営を支えるガバナンス

66 社外取締役対談

69 コーポレート・ガバナンス

77 コンプライアンス

78 リスクマネジメント

   5 CEO MESSAGE

   9 COO MESSAGE

5
TOP MESSAGE

2
経営理念体系

54
持続的な経営基盤

55 サステナビリティの推進

56 マテリアリティ

57 環境への対応

60 労働安全衛生の取り組み／ 
ダイバーシティ＆インクルージョン

61 人権尊重への取り組み

62 サプライチェーン・マネジメント

64 技術の向上と信頼できる製品・ 
サービスの提供

•  発行情報
　 2024年9月発行（次回：2025年9月発行予定）

•  参考にしたガイドライン
　 ・IFRS Foundation 「統合報告フレームワーク」
 「SASBスタンダード」

・経済産業省「価値協創ガイダンス」
・Global Reporting Initiative「GRIスタンダード」

•  見通しに関する注記事項
　 　本書に記載されている将来の業績に関する予想、計画、見通しなどは、現在入手可能
な情報に基づき当社の経営者が合理的と判断したものです。実際の業績は様々な要因
の変化により、記載の予想、計画、見通しとは大きく異なる可能性があることをご承知
おきください。そのような要因としては、主要市場の経済状況および製品需要の変動、
為替相場の変動、国内外の各種規制ならびに会計基準・慣行の変更などが含まれます。

•    報告書に関するお問い合わせ
いすゞ自動車株式会社  サステナビリティ推進部 サステナビリティ企画グループ
TEL： 045-299-9126

•    情報開示体系の位置づけ

80
財務・非財務パフォーマンス

81 主要財務データ

82 財務ハイライト

83 非財務ハイライト

84 関係会社情報

85 会社情報・株式情報

86 ステークホルダーとの信頼関係の構築
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20
24 36 アフターセールス強化による 

収益性の向上

37 LCV事業成長に向けた取り組み

39 重点地域戦略

41 CFO MESSAGE

44 SPECIAL FEATURE 
ビジネスモデル変革を実現するために

49 IXで目指す生産のあり方

51 「ISUZU ID」を起点とする 
人的資本経営の実現

 サステナビリティレポート（PDF／WEB）
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https://www.isuzu.co.jp/company/investor/financial/annual.html
https://www.isuzu.co.jp/company/investor/financial/securities/
https://www.isuzu.co.jp/company/investor/financial/results/
https://www.isuzu.co.jp/company/sustainability/pdf/report_2024.pdf
https://www.isuzu.co.jp/company/sustainability/
https://www.isuzu.co.jp/company/investor/financial/pdf/cg240703.pdf
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